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  大 成 中 だ よ り 第１９号 

 

ー 誠実・克己・創造・自他尊重 ー 
部活動など表彰の紹介             

 

・2月 4日～8日 ： オープンスクール 

・    6日(水)  ： 新入生保護者説明会 

・    9日～10日： 私学入試 

・   15日(金)  ： 推薦・特色入試 

・   23日(土)  ： 卒業生を送る会 

・   20日～22日： 1･2年 期末考査 

・  25日～3/1日： 教育相談 
 
・3月 8日(金)  ： 卒業式 

・   12日(火)  ： 公立高校一般入試 

・   15日･18日 ： 希望者懇談 

・   19日(火)  ： 1年球技大会 

・   20日(水)  ： 2年球技大会 

・   25日(月)  ： 修了式 

 

 http://cen-web/school/j09/index.htm 

 いよいよ平成31年(2019)が始まりました。ご存じの通り「平成」は、平成31年４月

で幕を閉じ、５月から新しい元号が施行されます。｢平成｣は自然災害こそ多く発生し

ましたが、名前の由来どおり日本では戦争がなく、平和が達成された年でした。いつ

までもこの平和が続くよう私たちは次の世代にバトンを渡さなくてはいけません。        

あ昨年の終業式では、社会が激しく変化していく中、生徒の皆さんがどのような力を

付けていけばよいかというお話をしました。判断力、創造力、コミュニケーション能

力といった力を基礎の繰り返しと様々な経験で身に付けてほしいということです。 

あ2020年、大学入試の内容が大きく変わります。特に、英語は「使える英語力を身に

つける」ということで、実際に英語を使う場面を想定した学習が必要になってきます。     

ああ   ※この４月に実施される中３の全国学力調査の英語にも、「話すこと」という調査があります。                   

ささらに大学入試では、テストの点だけではなく、高校での様々な活動が生かされる

よう部活動、表彰、資格・検定などを調査書や志願理由書に記載し、評価してもらえ

るようになります。さあ、新しい年の幕開けです。平成にできなかったことや、やっ

てみたかったことに挑戦しましょう。今年一年が、みなさんにとって健康で充実し、

大きく成長できる一年になるよう祈っています。 

◆男子ソフトテニス部 第43回泉北チャレンジカップ 優勝：三城(2-1) 

◆女子バスケットボール部 KOUBUN CUP 2018 第３位 優秀選手賞：中島(2-3)                  

◆ソフトボール部 第31回尼崎市中学校女子１年生大会 優勝 

☆兵庫県中学校総合文化祭 ・書道部門 特選：松村(2-5) 

           ・美術部門 特選：田口(2-4) 入選：村上(2-1)・川本(2-5) 

 兵庫県では、これからの社会において、

より豊かな感性を働かせ、新たなアイデ

アを生む力を身につける機会を支援する

という目的で、様々な分野で世界的に活

躍する「兵庫ゆかりのクリエーター」を

学校へ派遣する事業を実施しています。

あ本校では、１月21日、イチロー選手の

スパイクを始め、スポーツ用品で誰もが

知っている（株）アシックスの方におい

でいただき、お話をうかがいました。ア

シックスは「ものづくり」に対してこだ

わり、製品の品質・機能性を追求し続け

ることで世界中の人々に愛用されるグロ

－バルな企業になれたということでしし

た。企業の世界に          

おいては、卓越し           

た創造力や発想力、         

確かな技術力が求            

められるというこ           

とですね。 

 

２・３月のおもな予定 

 

 今年の訓練では、地震発生から避難まで５分かからず、素早く集合、点呼までで

きました。「お(押さない) は(走らない) し(しゃべらない) も(もどらない) て(低

学年やお年寄りを優先)」を守って行動することが大切です。      あ   

あ南海トラフ巨大地震の津波被害想定では、最高津波 水位４メートル、津波の最短

到達時間は117分とされています。「意外と余裕あるなあ」と思うかもしれませんが、

地震は学校にいる時に起きるとは限りませんし、近くの高い建物が崩壊している場合

もあります。その間に、何を持って何処へ避難するかを考えて行動しなければなりま

せん。皆さんはもう中学生ですから、場合によっては妹や弟、お年寄りを誘導したり

する場合もあります。昨年の自然災害時の経験を生かし、あわてず、落ち着いて行動

できるよう普段から準備をしておきましょう。                 

あ地震災害はいつ起こるかわからないので、この機会                 

に友だちやクラスメート、家族と防災シート等を使い、               

防災グッズの点検、待ち合わせ場所、連絡方法などに              

ついて話し合う機会をもちましょう。  

 

平成最後の成人式  プロから学ぶ創造力育成事業  

 1月14日(月)午前10時から、ベイコ

ム体育館で、「成人の日のつどい」が

開催されました。会場が割れんばかり

の迫力ある祝い太鼓で始まり、新成人

からのメッセージや激励パフォーマン

スとして空手の演舞も行われました｡あ      

あ新成人の実行委員が企画し、尼崎市

の高校生が受付けや会場の補助員とし

て活躍するなど、頼もしい若人の姿が

たくさん見られた一日でした。    

新たな年の幕開け 

「１・17は忘れない」地域防災訓練 

ちょっとニュース  

 基礎学級では、学校菜園を利用して、
夏にはキュウリやなすび、トマトを収穫
しました。昨年の10月には大根の種をま
き、ほぼ無農薬で育てました。１月11日
に無事収穫し、先生方にも購入してもら
いました。 

 


